
 

第５章 和田地区（旧和田町） 
 

１．位 置 
南房総市和田に所在、地区面積は、32.45㎢ 

 
 

富浦町

富山町

三芳村

白浜町

千倉町

和田町
丸山町

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
クジラがシンボルマーク  

 

２．地 形 
地  形：最高峰平塚山２９５ｍ 大部分がなだらかな丘陵地、主な河川と

して三原川、温石川が太平洋に注ぐ 

地  質：新世紀第三紀以降に堆積された安房層群・保田層群からなる。 

動植物：海岸地域は、海浜植物やクロマツ、丘陵地は、スダジイ、カシ、

コナラ、ヒノキ、スギ、マテバシイの人工林が見られる。 
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３．山 岳 
１）胴骨山   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①概要 
胴骨山の全景 

ア）所在  
鴨川県道南原線から鐙森、布野

ふ の

集落にまたがる独立峰、布野集落へ

の道を上り下り坂にかかる十字路を左に入ると荒井家（２軒）犬の鳴

き声あり、地滑りの看板をみて擁壁の間を登ると古い石灯篭が右手に

あり急登所要時間１０分程で頂上に到着する。 

 
イ）標高  

２３５．９ｍ 

 
ウ）歴史  

頂上には２ｍ程の金比羅宮と古祠がある。 

 

エ）自然  
スギの木立の中にタケが混交する。 

 

オ）交通  
ＪＲ外房線南三原駅よりバス（北三原線）にて終点上三原下車後、

徒歩。 
 

②ハイキングコース 
ア）距離と標準時間 

頂上までの所要時間約３０分 
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③付近の見どころ 
ア）歴史 

    ◆里見氏ゆかりの地 
     五十蔵地区は、里見義豊の側室・倉女ゆかりの地として知られ、天 

文３年（１５３４年）稲村城落城の際に義豊の子を、この地にのがれ 
て生んだと伝えられている。 
 

イ）文化財  
◆県指定天然記念物「上三原の大楠」 

自然の宿「くすの木」の西、山神社境内、高さ３２ｍ、目通り１２ 

ｍ、樹齢推定７５０年の大木、山神社のご神木として崇められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上三原の大楠 

 

◆里見系図 
里見家基から始まる里見氏の系図。 
 

    ◆倉女に関すると伝えられる刀剣 
里見義豊の側室「倉女」に関連するといわれる刀剣２口 
 

ウ）特産品  
    ◆お米 
     上三原地区の粘土質の土壌で作られたお米は非常に美味。自家消費

が多くブランド米化はされていないが、「くすの木」では天日干しし
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た地元の米にこだわっている。 
 

エ）体験型観光 
    ◆自然の宿「くすの木」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

くすの木の全景 

  
 
 
 
 
 
   
 
 

くすの木市民農園 
     

 
 
 
 提げ重パーティー
 
 
 
 
 

132 



 

２）烏場山  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
①概要 

烏場山山頂
ア）所在  

「安房和田」 

 

イ）標高  
２６６．６ｍ 

 
ウ）歴史  

山間集落の上三原と海辺集落との交流の道、古くは塩汲みの道から

生活物資の往来、通学路として利用された。 

 

エ）自然  
  ◆烏場山で見られる主な小動物 

哺乳類としてタヌキ、アナグマ、ホンドイタチ、ホンドテン、ノ

ウサギ、ハクビシン、イノシシが生息する。 

 

オ）交通  
ＪＲ外房線和田浦駅より花嫁街道入り口まで徒歩３０分 

 
②ハイキングコース  
 花嫁街道 
ア）距離及び標準時間 
 和田浦駅から徒歩で第 1 展望台、経文石、じがい水、駒返し、烏場
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山、金比羅山、黒滝、はなぞの広場、和田浦駅までの 13.5km。 

 

 

 

 

 

 

 
経文石 烏場山山頂付近 

 

 

 

三角点 
花嫁街道の眺望 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 黒滝 
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イ）文化財 
  ◆向西坊入定窟   

向西坊は赤穂浪士の一人片岡源五右衛門の家臣で、後出家してこの地 
で入定した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向西坊入定窟 
 
 

③付近の見どころ 
ア）自然  
◆抱

ほう

湖
こう

園
えん

 

房州の花の開祖、間宮七郎平氏が昭和初期、古くからあったため池

の上の岩山に池を抱くように石を組み切花用としてツバキ、エリカ

など数１０種の花木を植え、中でも寒桜は６０本と数は少ないが、

古木で１月から２月末まではピンク色の見事な花をつける。元朝桜

と呼ばれ親しまれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 抱湖園の桜まつり 
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 間宮七郎平 
◆黒滝 

長者川の中流にあり花園山奥地の水を集めて一気に落ちる。落差１５m。 
 

 

花嫁街道についてのお問い合わせは、和田浦歩こう会  

℡０４７０－４７－５８８５ 
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３）五十蔵
ごじゅうくら

鴻
こう

の巣山 別称 桟敷
さ じ き

塚
づか

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①概要 五十蔵鴻の巣山桟敷塚 
ア）所在  

「安房和田」和田浦駅から花嫁街道を登り駒返しから五十蔵への道 

を進む。五十蔵からは、肥沼レンター（ＧＳ）から道路改良中のゲ 

ートを左折（標識あり）を田圃沿いに進み途中鴻の巣、桟敷塚の看 

板を過ぎるとＹ字路となり左に折れると頂上である。 

 
イ）標高  

約２３０ｍ 

 
ウ）歴史  

馬頭観音像４基あり往時の道を偲ばせる。 

 
エ）自然  

スギの木立の中、竹が混交し、頂上付近は雑木が繁茂している。 
 

オ）交通 
ＪＲ外房線和田浦駅より徒歩 

  ＪＲ外房線南三原駅よりバス（北三原線）にて終点上三原下車後、 
徒歩 
 

②ハイキングコース  花嫁街道 
以下烏場山と同じ 
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４）花園金比羅山  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①概要 花園金比羅山の全景 
ア）所在  
  安房和田 
 
イ）標高  

１２１ｍ 

 

ウ）歴史  
登り口に黒滝（落差１５ｍ）と向

こう

西坊
さいぼう

（赤穂浪士片岡源五右衛門の

家臣でその後出家しこの地で入定した）の入定窟が滝の傍らに建つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 向西坊入定窟と黒滝 
 
 
 

②ハイキングコース 花嫁街道 
以下烏場山と同じ 
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５）西大塚山 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①概要 西大塚山の全景 
ア）所在 「安房和田」 

和田浦駅から東に向かい野中土建の看板を右にみてその先左側の細 

い道を進むと柴地区に出る。突き当たると別荘地が点在している。山

側の舗装道路を登り送電線の終わるところを右に曲がり尾根に取り付

く。この先標識を右にたどり頂上にたどりつく。頂上にはテレビアン

テナ 1 基があり、雑木林の静かな佇まいを呈している。別荘地から３

０分でアンテナに到着する。 

 
イ）標高   

１６７．２ｍ 

 

ウ）交通   
ＪＲ外房線和田浦駅より徒歩または路線バス和田線和田海岸より徒 
歩 
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６）布野
ふ の

浅間山
せんげんやま

  別称 柄井後
か ら い ご

山
やま

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 布野浅間山の全景 

①概要 
ア）所在  

「安房和田」 

小向ダムの上流左岸柄井後地区の山の中腹、鈴木宅に通ずる道を

たどり、倉庫脇の細い道を右に折れると、スギ林となり休耕田をす

ぎるまで道沿いにビニールパイプが配管されている。ここから上り

坂となり、頂上直下は、急登となる。 

 

イ）標高  
約２３０ｍ 

 
ウ）歴史  

頂上には、ヒサカキの古木と浅間祠が鎮座する。 

 
エ）自然  

尾根を左に進むと仁我山２３６．７ｍの頂上である。 

 
オ）交通  

ＪＲ外房線南三原駅よりバス（北三原線）にて小向ダム下車後、徒 
歩 
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７）平塚山  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平塚山の全景 
①概要 
ア）所在  

「安房古川」 

北三原の平塚地区にＮＴＴのアンテナが目安となる。西坂バス停か 

ら西に進み右側の貯水槽を右に入る林道を進む塔に登る舗装道を左に

みて右の林道をたどると５００ｍでのぼり口に着く。 

 

イ）標高  
２９５ｍ 

 
オ）交通  

ＪＲ外房線南三原駅よりバス（北三原線）にて関坂下車後、徒歩 
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８）白
しら

渚
すか

浅間山
せんげんやま

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①概要 白渚浅間山の全景 

ア）所在  
「安房古川」 

威徳院、向畑、上台三角点、浅間神社、見晴台、斜長橋、公民館ま 

での、約３．５㎞。途中太平洋を望み、スダジイのトンネルをくぐり

安遊堂の天災供養塔、浅間神社句碑、鯨のモニュメント付近には経度

140 度線がある。 

 
イ）標高  

約１３０ｍ 

 
ウ）歴史  

三原川河口の県道沿いの山側に浅間神社の標柱と大地震記念碑があ 

り、この道を進む篭堂をさらに進むとベンチと鳥居のある台地に着く、

ここから眼下の展望良し。途中２箇所ほど古い石祠が点在する。頂上

には、社殿と本殿がある。 

 

 

 

 

 

 
浅間神社 
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エ）自然  
２月の時期には、寒桜が咲き風情をそそる。頂上までの道は、スダ 

ジイやモチの大木が林立し夏でも快適な山行きが想定される。ハイキ

ングコースは、この脇を通り海側の稜線をたどる。近年安房拓心高校

生徒により標識や階段など整備されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白渚浅間山からの眺望  

 

オ）交通  
ＪＲ外房線和田浦駅下車後徒歩または路線バス和田線日の出橋より 

徒歩 
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９）峰山  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①概要 峰山の全景

ア）所在  
「安房古川」 

下三原農協ＧＳ前を上三原に向かい給食センターを左に見て金井バ 

ス停前から左の道を入ると道沿いにお墓がある。その先２番目の細い

道を登ると、二股に石碑がありこの道を右に進む畑の脇を抜けてゆる

い坂を上りきると頂上である。 

 
イ）標高  

１０７．５ｍ 

 

ウ）歴史  
石の小祠と、少し先に四等三角点の標柱がある。 

 

エ）交通  
ＪＲ外房線南三原駅よりバス（北三原線）にて金井下車後、徒歩 
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４．見どころ 
１）自然 
①日本の快水浴場１００選 
ＪＲ和田浦駅から徒歩１０分の和田浦海水浴場は『日本の快水浴場１０

０選』にも選ばれた青松白砂の風光明媚な海岸である。 
 

②小動物 
カモメ類、ウミネコ、ユリカモメ、カモメが飛来する。６月から８月は、

アカウミガメの産卵が見られる。 

 
③浜千鳥 
浜千鳥の碑にちなみ、ハマチドリは当地区のシンボルとして愛されてい

る 

 
２）歴史 
①浜千鳥の歌碑 

花園海岸の松林の中に、鹿島
か し ま

鳴秋
めいしゅう

が一人娘の師を胸に秘めながら作詞し

た「浜千鳥」の歌碑が建っている。 

 
３）特産品 
①花卉栽培 
花の栽培の中で、カーネーション、キンセンカ、ナノハナ、ヒマワリ・

ストック、キクが多く見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 花卉栽培の盛んな和田 
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４）体験型観光 
①花摘み  
花嫁街道のある和田町花園地区は南房総花卉栽培発祥の地ということ 

もあり、路地、ハウスでの花摘み体験を行うことができる。 
 

②わだ学 
クスの木市民農園で田植え、たけのこ狩りや磯の観察、わかめ等海藻

刈、浜料理教室 

 

③クジラ学  

森林作業、くじら交流会、クジラの解体見学、手物づくり、公開講座、

森林作業、田舎寿司づくり、炭焼き体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ツチクジラの解体
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④実りのわだ学 

稲刈り、公開講座、乳製品加工体験、花嫁街道ハイキング 

 

 

 

 

 

 

 
ネイチャースクールわくわ

く WADA の講座 
 

 

問い合わせは、ＮＰＯネイチャースクールわくわくＷＡＤＡへ 

℡0470-47-2227 ＦＡＸ0470-47-4667 

 

※参考文献 内田栄一氏房総山岳誌、和田浦歩こう会、安房拓心高校、ＮＰ

Ｏ法人わくわくＷＡＤＡ 
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